
とうきょう すくわくプログラム実践報告書 
所在 東京都大田区下丸子 1-8-23 

園名 アスク下丸子保育園

１．活動のテーマ 

<テーマ＞

＜テーマの設定理由＞ 

２．活動スケジュール 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

国旗 

外国について知ることで、世界に目を向ける 

11 月から３月まで行い、月に 1 回ネイティブの講師を招致し他国の文化に直接触れる機会を創出することで

深く探究活動ができるようにした。その時点での子どもたちの興味関心をもとに問いかけや内容を考え、子

どもたちの反応や言葉によって次回の内容を柔軟に変えていけるようにした。 

１１月：日本と異国で共通の物はある・国旗カードを見て国名を学ぶ 

１２月：国旗の塗り絵を行う 日本とアメリカの違いを見付ける 

１月：フラッグの台紙に自分の好きな絵を描く 

２月：描いた絵についてを説明する練習を行う 友だちの前に出て発表する 

３月：国旗(日本 パキスタン アメリカ)名称を英語では発表する 国旗の塗り絵を本物と同じように塗っ

てみる 

テーブル 椅子 国旗の絵本 ことばあそび絵本 カード 色鉛筆 地球儀 かるた 世界一周ゲーム

→国旗を見て国を知り、自分で実際に色を塗ってみる。また、自分で国旗を作ってみる

世界をより知るために絵本や地球儀で実際に確認する



 ４．探究活動の実践 

【3 歳児実施分】 

問いを考える： １１月：アメリカと日本になじみのあるカードの分類分けを行う。 

イラストのカードがどちらの国に当てはまるのかを考える。

１２月："講師：前回の復習 新しい国旗のカードを見て、国名を学ぶ。 

国名を学べるゲームを行う。 

1 月： 講師に見守られながらフラッグの台紙に自分の好きな絵を書く。 

2 月： 講師に見守られながら、自分の名前とフラッグに何を書いたのか、好きな色に

ついて英語や日本語でクラス発表をする。" 

3 月：国旗のイラストを見て、本物と同じように色を塗ってみる 

探究活動の様子：  

11 月：講師がアメリカと日本になじみのある物を伝えると「これはにほんにもある」 

「これはない！」等、積極的に気が付いたことを話す様子があった。" 

12 月："講師：前回の内容を確認すると「あめりかこのあいだやったね！」と内容を振り返り

取り組んでいる様子があった。新しい国旗を見ては、「ぱきすたんにはほし 

とつきがある」「すいすはびょういんみたいだね」と思い思いの感想を話していた。 

1 月：色を塗ることが大好きなクラスなので、楽しそうに取り組む様子が見られる。 

どんな絵にしようかな？何色を使おうかなと友だちと話しながら進める子も中には

いた。 

2 月：クラスに向けて発表をする時には隣にいた講師と共に英語で発表をするが、緊張し

てしまう児がいる。その中で、英語を話してみることに楽しさを感じて笑顔で話す

ことができる児もいた。 

3 月：横一列に並び、国旗のイラストを見ると「（アメリカの青いところ）むらさきいろ

でぬる！あおだよ！」と子ども一人ひとりによって見え方が異なる様子があり 

それぞれ自分が見て考えた色を塗っていた。 

ふりかえり(保育者の気づき) 

 保育者自身がどのような活動なのかや必要な物はなにかどのように展開していくかの理解が乏しく探求実践

が難しい状況になっていたが、探求を進めることで、20 分間以上集中して国旗の色を塗る児がほとんどで、

保育の中でアメリカ以外の国旗の塗り絵も用意して取り入れていくことが遊びのアイディアに加わった。自由

遊び以外の時間に、塗り絵の活動時間として取り入れることも子どもたちが楽しめるように感じた。 

友だち同士で国旗を見せ合い、どんなデザインにしたのか話す姿があった。次回のレッスン日に発表もあるの

で話したことを活かして練習をしていく。 

また英語での会話を、楽しみながら日常でも行えるように遊びの中に取り入れていくことで、身近に感じられ

るようになった。 



【4・５歳児講師実施分】 

問いを考える： 11 月：イラストのカードが日本とアメリカのどちらに当てはまるのかを問いかける 

12 月：新しい国旗カードを見て、国名を知り学ぶ 

1 月：講師に見守られながら国旗の台紙に自由に絵を描く 

2 月：自分の名前と国旗に描いたもの、好きな色についてを英語で発表する。発表する

時は皆の前に出て行う。 

3 月：２組になり、床に置いた国旗カードの国名を英語で言いながらジャンプする。最

後の３つ目の国旗まで来たら２人でじゃんけんを行う。「この色は国旗の中に

ある？」と英語で質問し、イエスかノーで答える 

探究活動の様子： 11 月：講師:講師がアメリカと日本、それぞれの国にある物を伝えていくと、子どもた

ちが知っていること、今までに見たことのあることについてを意欲的に伝えよ

うとする姿があった。 
12 月：知っている国旗があると「この国しってるよ」と反応していたり、他にもどん

な国旗があるのか気になっている様子だった。 

1 月：講師と色を英語で言ってみたり、簡単な単語を教えてもらいながら真似て言う

姿がある。また、表だけではなく裏にも描いたことを講師や職員にも伝えて

国旗づくりを楽しむ姿が見られている。 

2 月：講師に「誰からにする」と聞かれると自ら手を挙げる児の姿もある。友だちの

前に出て大きな声で発表することが出来る児もいるが、人の発表を聴くとき

は集中して聞こうとしない姿が見られた。英語で発表することに難しさを感

じて逃げ出す児がいた。英語で発表することを楽しむ児もいた為、褒めて自

信へ繋がるようにした。 

3 月：二人組ジャンプとじゃんけんでは、身体を動かすことが加わったこともあり、

笑顔で楽しそうに行っていた。国旗の中の色についてを、よく考えながらゲ

ームに参加する姿ある。 

ふりかえり（保育士の気づき）： 

・講師の言葉掛けを聴き、すくわくプログラムで必要な言葉掛けや内容を習得していくようにしてい

った。世界地図や図鑑を使って子どもたちの興味や関心の幅を広げていきたい。子どもたちから出て

き た 言 葉 か ら 、 す く わ く プ ロ グ ラ ム で の 楽 し さ を 広 げ て い き た い 。

友だち同士で国旗を見せ合い、どんなデザインにしたのか話す姿があった 

英語での会話を、楽しみながら日常でも行えるように遊びの中に取り入れていき、子どもたちの発言

を取り入れながら進めていることにより、子ども達は楽しみながら

参加出来ている様子だった。 



３才児 写真 

４・５歳児 
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2．活動のスケジュール 



３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 



 ４．探究活動の実践 



【4、5 歳児実施分】 

問いを考える： 

ふりかえり（保育士の気づき）： 
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とうきょう すくわくプログラム実践報告書 
所在 東京都大田区下丸子 1-8-23 

園名 アスク下丸子保育園

１．活動のテーマ 

<テーマ＞

＜テーマの設定理由＞ 

２．活動スケジュール 

～ボール～ 

エリアでドッチボール大会があり、ドッチボール大会に向けて、ボールに触れ合う為。

探究活動につなげられればと考えたため。

11 月から３月まで行い、月に 1 回体操の講師を招致し身体の動かし方についてこどもたちの前で実演をした

り、探究心を書き立てるような助言をもらった。また、その時点での子どもたちの興味関心をもとに、保育

士と体操講師と共に問いかけや内容を考え、子どもたちの反応や言葉によって次回の内容を柔軟に変えてい

けるようにする。 

11 月：取りやすいボール・投げやすいボールは何だろう？ 

グループごとに保育園内にあるボールから探してみたり、作ってそれぞれ探求し具現化していく。 

12 月：取りやすいボールを投げやすくするには？投げやすいボールを取りやすくするには？ 

11 月に探求したボールを使用して、グループごとにそのボールをそれぞれ投げやすく、取りやすく

していく。 

1 月：遠くまで飛ばす方法はどんなのかな？ 

   12 月に探求したボールを使用してどうしたら遠くまで飛ぶのかをグループごとに探求をしていく。 

2 月：どのようなボールが蹴りやすいのか 

 グループごとに話し合い保育園内にあるボールから探し、コントロールをして蹴りやすいボールを探

求する。 

3 月：転がしやすいボールはどんなの？(3 歳児)/転がしやすいボール・つきやすいボールはどんなの？(4.5

歳児) 

 四角でも転がしやすいのか、四角のボールと丸のボールはどちらが転がしやすいのか体験を通して探

求する。(3 歳児)/グループごとに転がしやすいボール・つきやすいボールを探求していく。 



３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

４．探究活動の実践 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

11 月：グループごとに話し合う時、机をくっつけて友だちの顔がみんな見え話しやすい環境を準備する。ま

た、グループで話したことを書き留められるように紙とペンも準備をしていく。 

話し合ったことを具現化出来るように風船や各大きさ・形のボールを準備する。 

12 月：さらに探求が出来るようにグループで決めたボールを準備する。 

重さを足す場合はビニールテープや粘土を準備する。ど用意した。 

1 月： 園内にある様々なサイズのボールを集め、子どもたち自身が探せる環境を準備やボールを作るにあた

ってニューブロック、粘土などを準備する。 

2 月：園内にある様々なサイズのボールを集め、子どもたち自身が探せる環境を準備やボールを作るにあたっ

てニューブロック、粘土など準備する。カラー体操リングを使ってゴールをつくる 

3 月：園内にある様々なサイズのボールを集め、子どもたち自身が探せる環境を準備する。 

【3 歳児実施分】 

問いを考える： 「大きいボールと小さいボールの投げやすさについて」、「大きいボールを速く投げるには

どうすればいいか」「優しく取りやすいボールはどんなか」、「ボールの種類や重さ比べ」、「蹴りやすい

ボール」、「転がしやすいボール」 

探究活動の様子：  

はじめに大きいボールと小さいボールに触れた。小さいボールは両手でも片手でも投げられるけれど、片手

の方が投げやすく、大きいボールは片手より両手の方が投げやすいことを学んでいた。 

大きなボールを早く投げるには、上から両手で投げる。優しく相手が取りやすいボールは下から投げる、転

がすと相手が取りやすいと気づくことが出来ていた。 

また、ボールの種類や重さ比べをしてみると「かたい」「つるつる」等、様々な意見が同じボールを触る中

で出てきていた。重さ比べでは保育者が重たいボールの順番に立ってみようと話すと子どもたち同士で「こ

っちの方が重たいからここに並んで！」と話し合い並ぶことが出来ていた。 

蹴りやすいボールについては一人ひとり実践を行う。一人一人が発表した後、小さいボールは蹴れるけれど

難しく、大きい方が蹴りやすい。重くて大きいボールは一番蹴りやすいと話をしていた。 

転がしやすいボールを探求では、四角形のボールでも転がしやすいのかを探求し、作る・物を見つけるチー

ムに分かれた。ニューブロックを保育者が用意をすると取り組む児や「（体操講師が）ねんどつかうといい

よ！っていってた」と粘土で作る児がおり、四角よりも丸の方がよく転がるけれど、ボールが転がる中で物

や壁に当たるとボールは転がらなくなってしまうと気が付くことが出来た。

ふりかえり（保育士の気づき）：

課題をさらに探求することの難しさや楽しさを感じている様子があり、話し合いがまとまらないと困ってし

まう姿が見られ話し合いをまとめる為にはどうしたらよいのかを考えたり、ボールの前に取る姿勢が大切だ

ということも子どもたち自身学んでいる様子であった。蹴るから転がすの動きに展開をしていくにあたり、

「まるいのじゃなく、しかくいぼーるでころがしたい」と子どもからの意見があり、すくわくを通して子ど

もたちの探求したい思いを引き出すことが出来てきていて良かったと感じた。



【4.5 歳児実施分】 

問いを考える： ・投げやすいボール・取りやすいボールはどんなのだろう？ 

・蹴りやすいボールはどんなのかな？

探究活動の様子：  

どんなボールにしたいのか 2 つのグループに分かれ話しあう姿がある。ボールを作るという発想になかった

が、保育者が紙や風船、袋などで作っても良いこと、〇〇はボールになるのかなと広げていくと、「紙は軽

いからすぐに落ちちゃう」「風船で作ってみたい」と作ることに繋がっていた。風船はゆっくりおちるから

摂りやすいが遠くまで飛ばすには軽すぎてテープを使って重くしていた。また、投げ方にも工夫する姿が見

られた。グループの中で“中ぐらいのボール”とそれぞれ言い探すが、発表時に同じ中ぐらいでも大きさが違

うことに気が付いていた。 

“蹴る”にテーマを変えた時には柔らかいボールより少し硬めのボールが蹴りやすいことに話がまとまってい

た。その後ボールは投げる・蹴る以外のもどんなことが出来るのかを考えると“転がす”“つく”ことも出来る

こと、転がすとなると丸くなくても四角でも転がすことに気が付き楽しむことが出来ていた。 

ふりかえり（保育士の気づき）： 

グループの中でも発言が出来ない子や発言をしても聞いていなくてトラブルになることもはじめはあった。

少しずつグループでの話し合いや実践を通してまとまる姿が見られるようになってきた。どの問いにもボー

ル＝丸という固定概念があり、保育園にある物で探そうとする姿があった。自分たちで考える、“やってみ

たい”という気持ちがうまれるのは保育者の投げ掛ける言葉も大事になってくると感じ、グループで 1 つの

ものを見つけていくことも正解だが、一人一人やりやすいボールが違うことにも気が付く一つとして正解だ

ったと感じた。

子どもたちが納得できるまで出来る環境をつくることで話し合い、実践と深く探求することが出来た。



ああ 




